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編

集

後

記

▼
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

に
出
席
し
、
全
国
の
広
報
マ
ン

と
情
報
交
換
。
彼
ら
の
仕
事
に

向
き
合
う
姿
勢
や
考
え
に
、
非

常
に
刺
激
を
受
け
た
。
負
け
ら

れ
な
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、

多
く
の
仲
間
た
ち
が
異
動
で
広

報
を
離
れ
た
。
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
続
け
た
彼
ら

の
後
姿
を
忘
れ
な
い
。（
及
川
）

▼
３
歳
６
カ
月
健
診
の
む
し
歯

の
な
い
子
の
写
真
は
広
報
に
初

め
て
載
る
機
会
。
パ
パ
、
マ
マ

の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
分
か
る

の
で
す
て
き
な
写
真
を
撮
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

自
分
が
納
得
で
き
る
写
真
は
あ

ま
り
撮
れ
て
い
ま
せ
ん
。
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。（
千
葉
）

▼
市
内
で
は
、毎
年
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。夏
は
お
祭
り
や
花
火
な

ど
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
、毎
年
開
催
さ
れ

て
も
、毎
年
違
う
顔
を
見
せ
、参

加
者
も
さ
ま
ざ
ま
。そ
の
時
、そ

の
場
所
で
し
か
見
ら
れ
な
い
一

瞬
を
逃
さ
な
い
よ
う
、記
録
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。（
田
代
）

　明治30年代に、東和町嵯峨立神楽が流伝し、創
設された登米町唯一の神楽「登米町岡谷地南部神
楽」（以下、岡谷地神楽）。保存会々員は現在11人お
り、小山さんは唯一の中学生として活動している。
　小山さんは「神楽は難しいけど、きれいに舞えた
ときがすごく楽しい」と魅力を語る。
　神楽を始めたのは３年前。祖母京

きょう

子
こ

さんの静岡
県函南町在住の同級生が、岡谷地神楽と、とよま囃
子を招待。真衣さんは、とよま囃子の一員として参
加し、遠く離れた静岡で初めて岡谷地神楽を見た。
　その時の演目「三

さん

番
ば

叟
そう

」に釘付けとなった。三番
叟は、式舞の演目の一つで、日本神話を題材にして
いる。全身を大きく使ったダイナミックな動きと、
指先まで神経の行き届いた繊細さに、一気に引き
込まれた。舞手が女性と知り「自分も舞いたい」と、

すぐに保存会へ入会した。
　初練習は、神楽の基本動作「足の運び」。見ると簡
単そうな動きは、実際にはかなり難しく、小山さん
は「足が何回も絡まりました」と当時を振り返る。
その後、練習に欠かさず参加し、めきめきと上達。
三番叟を舞うまでに成長した。
　「真衣ちゃんは影で努力する子。本人は口にしま
せんが、見えないところで努力しています」と話す
のは渡邊有

ゆ

紀
き

子
こ

さん。渡邊さんは、小山さんが神楽
を始めるきっかけとなった三番叟の舞手。入会以
降、小山さんは渡邊さんを姉のように慕っている
　「神楽はずっと続けたいし、いつか有紀子さんの
ように三番叟を舞いたい」と笑顔で語る小山さん。
　「舞」を追求する「真衣」さん。神楽との出会いは、
その名の通り必然だったのかもしれない。

Profi le


